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癌細胞の 血液中 へ の 流出は ､ 転移巣を形成す る重要なス テ ッ プで あり ､ 血管

内を循環する腫癌細胞を同定する こ とは , 血行性に よ る遠隔転移を予測する 上

で 有用 な方法と考えられ る . 本研究で は ､ 大腸癌患者にお い て 腫療 の ド レナ
-

ジ血管で あ る 門脈 ､ およ び末梢血管か ら採血 を行 い
､ 癌細 胞由来の テ ロ メ ラ

一

ゼ活性を測定して従来の 臨床病理学的因子 との 相関を解析し
､ 遠隔転移の 予測

が可能かどうかを検討し
, 以下の 結果を得て い る ｡

1
. 対象患者 の 3 7 . 6 % が門脈血 テ ロ メ ラ ー ゼ活性陽性を示 し ､ 2 8 .0 % が末梢血

テ ロ メ ラ
ー

ゼ活性陽性と判定され た ｡

門脈血
, 末梢血双方の テ ロ メ ラ

ー

ゼ活性と相関が認 め られ たの は腫疲 の 深達

度､ 術中に切除された局所リ ン パ 節転移 ､ 病期で あ っ た ｡

2 . 同時性 ､ 異時性の 双 方を含む転移全般 にお い て は転移陽性例の 門脈血 チ

ロ メ ラ
ー

ゼ活性 ､ 陰性例より も高値 を示 した o 臓器別 で は肝転移 陽性例 の 門脈

血テ ロ メ ラ
ー ゼ活 性は ､ 陰性例より も高値 を示 した ｡ 同様に肺転移陽性例の 門

脈血 テ ロ メ ラ
ー ゼ活性は, 陰性例よりも高値を示 した ｡

3 . 同時性と異時性 に分類して テ ロ メ ラ ー ゼ活性と の 相関を検討した と こ ろ ､

門脈血および末梢血テ ロ メ ラ
ー ゼ活性と有意な相関を示した項目は 同時性肝転



移 ､ 異時性肝転移 ､ 同時性肺転移 ( い ずれ も転移陽性群 で テ ロ メ ラ ー ゼ活性高

値) で あ っ た ｡

4 . K apl a n
- M ei e r 法に よ る生存曲線に よる 比較で は ､ 門脈血および末梢血 テ ロ

メ ラ ー ゼ活性陽性例は陰性例に 比較して 有意に低い 3 年無再発生存率を示 した ｡

多変量解析で は､ 門脈血 テ ロ メ ラ
ー

ゼ活性陽性および局所リ ンパ 節転移が術後

再発の 有無 に影響を及 ぼす因子で ある と判定された ｡

本研究は大腸癌手術患者にお ける 門脈血 ､ 末梢血 の テ ロ メ ラ
ー ゼ活性と臨床

病理学的因子 や遠隔転移と の 関係 を示 した初めて の 研究で あ る ｡ 本研究は大腸

癌患者の 血行性転移 の メカ ニ ズム の 解明や術後療法の 適応診断に重 要な貢献 を

なす と考 えられ ､ 学位の 授与に値す る もの と考えられ る ｡
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